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　平成27年11月 7日（土）に小松島みなとオアシス（小松島みなと交流センターkocolo）において、第６回
「みなとオアシス防災訓練」を開催する予定です。実施主体は「小松島みなとまちづくり協議会（※）」で、防
災訓練には協議会メンバーの他、例年地元の自主防災会、地域住民、地元高校生など、50名程度の方々に
参加いただく予定です。今年の訓練では、四国地方防災エキスパート指導による緊急避難等に役立つロー
プワーク訓練や、徳島県とくしまゼロ作戦課による南海トラフ巨大地震の被害想定等の情報提供、小松島
市消防課指導による人命救助に役立つ応急処置訓練などを予定しています。小松島みなとオアシスの近く
にお住まいの方は、是非この機会にご参加ください。（※「小松島みなとまちづくり協議会」とは徳島小松
島港本港地区を中心に、地域資源を活用した継続的な賑わいの創出活動や、人材発掘などの地域活性化
策を推進するため平成22年10月に設立された組織です。）

　読者のみなさま、こんにちは、事務所長の佐野でございます。
　最近、ゲリラ的な豪雨による堤防の決壊や、相次ぐ火山の噴火、例年になく多い台風の来襲等、自然災害が
多発していることが、気がかりなところです。｠地球温暖化の影響や、地球内部の活動が活発化していること
が原因ではないかと言われていますが、“災（わざわい）は忘れた頃にやってくる”“備えあれば憂い無し”という
故事、格言を身にしみて感じているところです。
　当事務所では、近い将来、必ず発生するとされる南海トラフ地震による津波から、
鳴門市中心部を防護すべく、平成18年度から撫養港海岸保全施設整備事業を進め
ているところですが、本号は、その現場の模様を中心にお知らせいたしました。
　今後とも、皆様方のご協力・ご支援のもと、所掌する事業の円滑かつ効率的な執行
に向け努力してまいる所存ですので、どうぞよろしくお願いいたします。
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